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１ 表 彰 

(1) 院内表彰（平成24年１月４日） 

【功 績 表 彰】 

・団体表彰   ① 東日本大震災支援チーム 

①－１ さいたまスーパーアリーナ支援チーム 

（理由：さいたまスーパーアリーナにおいて避難者支援に尽力した） 

①－２ 気仙沼市立病院支援チーム 

（理由：気仙沼市立病院における救援活動で被災地支援に尽力した） 

①－３ 心理士医療支援チーム 

（理由：被災地域の病院における心理支援で被災者支援に尽力した） 

①－４ 後方支援チーム 

（理由：被災地域への後方支援および夏季の節電対策に尽力した） 

② 手術室 

（理由：過去最多水準の手術件数と急患等への迅速な対応により病院運営に貢

献した） 

【感 謝 状 贈 呈】 

① びすけっと（血液・腫瘍科 親の会） 

② 株式会社アウル 

 

(2) 知事表彰（平成24年１月13日） 

【永年勤続表彰】 

・3 0 年 表 彰 ①中村 譲    ②松田 幸広  ③鈴木 みどり  ④江良 英人 

        ⑤黒田 京子   ⑥田代 弘子  ⑦高橋 孝子   ⑧菊池 秀幸 

        ⑨上野 小夜子  ⑩天笠 隆之 

・2 0 年 表 彰 ①望月 弘    ②大橋 博文  ③清水 正樹   ④岡田 洋一 

⑤白子 淑江   ⑥藤田 茂   ⑦田邉 尚子   ⑧井出 薫 

⑨小久保 知寿子 ⑩市川 圭子  ⑪菅 真美子   ⑫橋本 淳子 

⑬伊藤 和子   ⑭桐谷 紀江 

○鴨田 喜代子（退職者表彰） 
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２ ボランティア活動 

 

ボランティア名 開始年 活動内容 活動日・活動場所 

カリヨン文庫 1986年 図書の貸し出し １Ａ、１Ｂ、２Ｂ、２Ｃ、３Ａ、３Ｃ 

    読み聞かせ、お話会 活動内容、訪問病棟により１回／週 

      ２回／月と活動回数が異なる。 

トライアングル 1993年 外来フロアの壁に貼り絵を展示 季節ごとの張替：外来待合廊下２か所 

外来ボランティア 1997年 患者、家族の案内等 月～金曜日：外来 

難聴ベビー外来 

ボランティア 
2000年 難聴ベビー外来での保育 １回／月：保発棟 

じゃんけんぽん 2001年 入院患児の遊びの相手 第１・３火曜日：３Ａ 

写真展示 2005年 風景写真の展示 季節毎の入替:外来廊下 

影絵 あいあい 2005年 影絵の上演（お話影絵、歌の影絵） １回／年：会議室 

人形劇 あゆ 2007年 人形劇の公演（人形劇、手遊びなど） １回／年：会議室 

天文写真展示 2008年 天体写真の展示 年数回：保発棟廊下 

    こどもたちからの質問に回答   

 

 

 

３ 「養護の会」各種イベント 

８月１日～８日 「七夕飾り」 

８月11日 「お化け屋敷」 

職員がおばけに扮し、各セクション有志の協力で、入院患者を対象とした『お

化け屋敷』を行い、約100名が参加した。 

８月18日 「人形劇」 

NPO法人こども文化ステーションの企画で「人形劇団ののはな」による人形劇の

上演。約70名が参加し好評であった。 

９月12日 「ストリングラフィコンサート」 

NPO法人こども文化ステーションの企画でストリングラフィ（大きな糸電話のよ

うなオリジナル楽器）を用いたコンサートの開催。約70名が参加し好評であっ

た。 

９月24日 「影絵」 

ボランティア「あいあい」による企画で、約30名が参加し好評であった。 

12月13日 「サンタクロース」 

NPO法人難病のこどもネットワークの協力により、サンタクロースが入院患者一

人ひとりにプレゼントを配布し、たいへん喜ばれた。 

11月末～12月24日 「クリスマスツリーの飾り作り、飾り付け」 

患児、看護師、保育士でクリスマスツリーの飾り作り、飾り付けを行った。 

11月19日～12月27日 「クリスマスイルミネーション」 

当センターの中庭、プレイガーデンにイルミネーションの装飾をした。中庭に

作った大きなツリーやトナカイ、サンタクロースのモニュメントも好評であっ

た。 

 

これらの事業は、長期入院などで外に出ることのできない子ども達の生活に潤いを与えたいと、医療スタ

ッフや職員からなる「養護の会」が企画協力したものである。 
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４ 院内保育 

(1) こども広場 

院内保育室は、平成23年度で11年目を迎え、院内案内や以前の利用者からの紹介などで入院されてい

るご家族への認知度が毎年高まり、新規利用の方が増えている。 

利用対象者は、当センターに入院している患者の兄弟で２歳６ヶ月～６歳までの面会家族のお子さん

である。 

また、対象外保育は１歳～２歳５か月以下のお子さん・小学生・外来（病棟から対象外依頼書を発行

し病院長の了承があった場合のみ保育を行っている。 

平成23年度の７月から保育時間が増え、午後１時から保育室が利用できるようになった。 

保育内容は異年齢保育のため、プラレール・おままごと・お絵かきなど遊びが中心の保育だが、少し

づつ遊具も増え遊びが広がっている。 

院内保育室は日々違うお子さんが利用することや当日にキャンセルが入る等の問題により、当日にな

らないと利用者が確定せず一貫した保育は難しい状況にあるが、クリスマス会は年に１度の行事として

いちづけ、毎年手作りおもちゃをプレゼントし、とても喜んでもらっている。 

また、利用人数や年齢により、可能な時は季節に合った制作なども楽しんでいる。 

 

利用者の推移 

年 度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 

人 数 1,375人 1,259人 1,132人 1,350人 1,316人 

 

平成23年度利用者の月齢構成 

年  齢 人 数 構 成 率 

２歳６ヶ月未満 279人 21.2% 

２歳６ヶ月 106 8.1 

３歳 392 29.8 

４歳 139 10.6 

５歳 145 11.0 

６歳 124 9.4 

就学児 23 1.7 

外 来 108 8.2 

計 1,316 100 

 

(2) かりよん保育園 

当センターの医師や看護師等の定着と確保を図るため、旧病院長公舎を改築し、病院職員の乳幼児を

預かる院内保育施設を、平成21年４月１日にオープンした。（慣らし保育は３月から開始） 

保育対象の子どもは産後休暇・育児休業取得後の０歳児から小学校就学前まで、保育時間は午前８時

から午後６時（前後に各１時間の延長あり）まで、定員は12名（２階部分を使用した場合24名）保育園

の運営は民間業者に委託で行っている。 

平成23年度は、年度当初の入所者12名であったが、年度末には22名へと増加し、１年間で医師３名、

看護師19名及びコメディカル職員１名の計23名が利用した。 

また、規程を改正して平成23年４月１日から週２回（月、木）の夜間保育を開始した。 
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